


























































































　この考えは2000年以降、経済協力開発機構 OECD が行っている学習到達度調査 （Programme 



















1 ．数学的思考　 2 ．数学的問題の提示と解決　 3 ．数学的なモデル化　 4 ．数学的推論
5 ．数学的実体の表現　 6 ．数学的記号と形式主義の操作　 7 ．数学の中での、数学を用




































































　 2  　数学的モデル化の方法や変化をとらえる方法（とりわけ局所的な変化の様子から大域的な様
子を考えるうえで差を見ることの重要性）など、知識そのものよりはそれを生み出した数学的
考え方や現実への活用を体験することを授業の柱にすえる。
　 3  　学生・市民にとって切実な問題、とりわけ日本社会が直面している放射線のリスクや地
球環境問題など現在進行形の課題もあえて取り上げる。価値判断は数学の領域ではないが、
データをどう見るか、論理的整合性があるかなどは数学的リテラシーの問題である。




















　このように 1 ～ 3 の 3 つのねらいを定め、15回の授業を次のように構成した。
（2）　各回の概要














《 2 　身近な 2 次関数》
　① 　講義室にカーテンレールを持ち込み、斜面を作って球を転がす。 1 秒ごとにどこまで進
むか予想し実験。等加速度運動がなぜ 2 乗比例関数でとらえられるのか。その解決のため
に等速運動・区分等速運動・等加速度運動のそれぞれについて st グラフと vt グラフの関
係を考察。区分求積から積分の考えが生み出されたことを説明。









＊ この 2 回を通して、斜面の運動の文脈の中で積分と微分の考え方を直観的に理解することを
狙いとした。記号化にも簡単にふれたが、計算には深入りしなかった。






















　① 　正多面体は 5 種類だけであることの簡単な論証。オイラーの多面体定理の紹介と数学的
帰納法による証明。多面体が 5 種類だけであることの整数不等式による証明。
　② 　サッカーボールの構造をオイラーの定理をもとに連立方程式を作って解く。
















































































































課程の履修生は60名。年代別にみると10代 1 、20代 8 、30代10、40代22、50代15、60代 4 。ま
た職業分布は　会社員16、自営業 2 、看護師13、公務員 4 、教員 3 、福祉施設職員 3 、フリー
ター・パート 3 、専業主婦 6 、無職 4 、学生 6 、このように多様な方々が履修されている。カ
ウンセラーなどの資格を取得し現在の仕事に役立てる目的で入学され熱心に学ぶ方が多い。そ
ういう方々はこの授業をどう受け止めたのだろうか。




















































































































































































　その 5 章「指数関数と対数関数」は、 1 節「指数の拡張」、 2 節「指数関数」、 3 節「対数関
数」、 4 節「常用対数」からなる。指数関数は 2 節の 4 ページのみである。冒頭から「a＞0, 
a≠1 とすると y＝ax はxの関数であり、指数関数という」と全く形式的に定義している。次
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